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地域交通の再編に向けて
市内路線バスを運行している夕張鉄道株式会社（夕鉄バス）に、３台の新型ノンステップバスが導入

され、11月６日から営業運行しています。
乗降口が低くなっており、とても楽に乗降りすることができます。バス停によっては、備え付けのスロ
ープを使って車いすのまま乗降りできるようになりました。（利用できるバス停、利用方法は夕鉄バスに
問合わせください）
平成31年３月31日、JR石勝線夕張支線は廃線の日を迎えます。地域交通の再編に向け、着々と準
備が進められています。

●平成30年度夕張市功労・善行表彰……………………………２
●平成30年度各会計予算執行状況……………………………３
●夕張市人事行政の運営などの状況……………………………４
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………６
●夕張高校チャレンジ・モア・スピリッツ　第14号……………７
●『地域医療構想』に御理解をお願いします………………８
●観光to心（つうしん）……………………………………………９



平成３０年度の夕張市功労表彰式が、11月８日市役所で挙行されました。
多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。表彰さ

れた方 を々ご紹介いたします。

平成30年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

善行表彰

功労表彰

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防および災害の防止に尽力さ
れました。

横　山　作　美さん
よこ やま さく み

（68歳）

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉のまちづくり
に尽力されました。

松　井　忠　光さん
まつ い ただ みつ

（71歳）

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防および災害の防止に尽力さ
れました。

佐々木　憲　二 さん
さ さ き けん じ

（70歳）

「保健衛生功労」

多年にわたり、歯科衛生士として児童の歯科保健の維持・改善
に尽力されました。

伊　藤　磨理子さん
い とう ま り こ

（58歳）

「保健衛生功労」

多年にわたり、環境衛生部門で環境保全および生活環境の向
上に尽力されました。

関　谷　　誠さん
せき や まこと

（68歳）

寄付２件（受賞者のご意思により氏名は非公表）
夕張高校魅力化プロジェクト推進、NPO法人ゆうばりファンタへの助成、

夕張市の地域再生及び住民の福祉の増進のために多額の寄付をされました。
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験（
平
成
29

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職（
平
成
29
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

　
平
成
29
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。平
成
29
年
の

一
人
当
た
り
平
均
日
数
は
７
、８
日

で
取
得
率
は
19
、５
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。介
護
休
暇
や
組
合
休

暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条
例
で
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業・部
分
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、平
成
29
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
１
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、平
成
29
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
０
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、平
成
29
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
1
8
0

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、平
成

29
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
2
2
8
人
の
職
員
が
受
診
し
ま

し
た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、平
成
29
年
度
に
処
分
を

受
け
た
職
員
は
０
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

　
　

職
員
は
勤
務
時
間
中
、職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。平
成

29
年
度
は
延
べ
33
件
の
申
請
が
あ

り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任
時

（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験
お
よ
び

勤
務
成
績
の
評
定
を
行
って
い
ま
す
。

45 2 3 3 8

34 1 1

79 2 3 4 0 9

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

2

2

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

3

1

4

計

5

1

6

事務職

技術職

労務職

一　般
行政職

勤　務　時　間 週38時間45分
（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 件　数

公　務

災　害
1　人

通　勤

災　害
1　人

（単位：人）

（単位：人）

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

　
　
　
　
　
　

評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

夕
張
市
人

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
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表
２
は
、平
成
29
年
度
決
算
に

お
け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末・勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
平
成
29
年
度
決
算
の
状
況

と
平
成
30
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。本
市
は
財
政

再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21
年
度
ま

で
平
均
30
％
、平
成
22
〜
26
年
度

ま
で
平
均
20
％
、平
成
27
〜
28
年

度
ま
で
平
均
15
％
、平
成
29
年
度

は一
律
９
％
、平
成
30
年
度
か
ら
一
律

７
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
て
い
ま

す
。人

件
費
に
は
、職
員
に
支
給
す

る
給
与
、使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、特
別
職
の
給
料
、市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
各

種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範
囲

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、平
成
29
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
８
、８
％
と
な
って
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
の一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

表
４
は
、平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当
す

る
期
末・勤
勉
手
当
の
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

市
長
な
ど
の
給
料
、市
議
会
議

員
の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表
６
の
と
お
り
で
す
。こ
れ
ら
の
特

別
職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
長
の

約
70
％
削
減
を
は
じ
め
大
幅
に
削

減
し
て
い
ま
す
。

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（平成29年度普通会計決算）

表２．職員給与の状況（平成29年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

29年度

住民基本台帳
（30.3.31現在） 歳　出　Ａ 人　件　費　Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ）

8,305 11,334,140 1,000,564 8.8
人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な29年度の歳出額です。

区　分
１人当たり
の給与費
　　　（B／A）

29年度 127 424,673 97,634 167,838 690,145 5,434

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当 計

　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

163,100 179,200

133,900 147,100

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.225月分 0.85月分

12 月 1.375月分 0.95月分

計 2.60月分 1.80月分

・職制・職務上の級等による加算を廃止しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.27075月分

35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

259,000円 市　長

－　円副市長

230,000円 議　長

200,000円 副議長

180,000円 議　員

６月～1.125月
12月～1.325月
（平成23年７月
より当市に副市
長を置かないこ
とにしました。）

職員区分
一 般 行 政 部 門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公営企業等会計

合　　計

29年度
74人
12人
41人
127人
2人
17人
19人
146人

30年度
77人
10人
40人
127人
2人
18人
20人
147人

増　減
3人
▲2人
▲1人
0人
0人
1人
1人
1人
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

音
楽
発
表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
夕
張
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
音
楽
発
表
会
に
本
校
吹

奏
楽
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
先
生
方
も
い
ら
し
て
い
て
、演

奏
を
聴
い
て「
立
派
に
な
っ
た
」「
ど
ん
ど
ん
上

手
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
の
お
褒
め
の
言
葉
を

頂
き
、部
員
た
ち
は
次
の
目
標
に
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
空
知
知
的
し
ょ
う
が
い
福
祉
協
会

　
　

卓
球
大
会
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、本
校
生
徒
が
夕
張
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
平
成
30
年

度
空
知
知
的
し
ょ
う
が
い
福
祉
協
会
事
業
所

対
抗
卓
球
大
会
夕
張
大
会
」に
参
加
し
、大

会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。大
会
は
無

事
成
功
裡
に
終
わ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

会
長
の
宇
田
川
さ
ん
は「
福
祉
協
会
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
活
動
出
来
て
よ
か
っ
た
、た
め

に
な
っ
た
」と
本
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
生
徒
会
執
行
役
員
選
挙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
、平
成
30
年
度
生
徒
会
執
行
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
、立
候
補
し
た
８
名
全
員

が
信
任
と
な
り
ま
し
た
。新
会
長
の
山
﨑
さ

ん
は「
み
ん
な
を
引
っ
張
り
な
が
ら
も
、後
ろ

か
ら
支
え
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

C
O
．
C
O
．
フ
レ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
が

夕
張
高
等
養
護
学
校
で
開
催
さ
れ
た「
第
２

回
C
O
．C
O
．フ
レ（
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
サ

ー
ク
ル
）」に
参
加
し
、ゲ
ー
ム
を
通
し
て
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は「
夕
張
高
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
企
画
」で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の

メ
ン
バ
ー
で
内
容
を
考
え
、運
営
を
行
い
ま
し

た
。体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
、養

護
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
上
に
、本
校
の
生
徒
か

ら
も
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。今

後
も
交
流
を
図
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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八
丈
短
期
留
学
と
は

　

北
海
道
を
遠
く
離
れ
た
島
で
５
日
間
、生
徒
た
ち
が

感
じ
た
こ
と
は
。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
で
は
、10
月
４
日

か
ら
８
日
に
か
け
て
東
京
都
八
丈
島
で
行
わ
れ
た
短
期

留
学
を
終
え
た
宮
岸
君
、野
田
君
、藤
浦
さ
ん（
以
下
敬

称
略
）への
イ
ン
タ
ビュー
を
中
心
に
、そ
の
内
容
に
迫
ろ
う

と
思
う
。

　

夕
張
高
校
と
東
京
都
八
丈
高
校
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た「
夕
丈（
ゆ
う
じ
ょ
う
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の一環
と
し
て

毎
年
実
施
。同
島
住
民
や
高
校
生
と
の
交
流
を
図
り
、

夕
張
と
は
異
な
る
文
化
に
触
れ
な
が
ら
見
識
を
深
め
て

い
る
。

　

今
回
の
短
期
留
学
で
は
、同
島
の
観
光
振
興
を
ス
キ
ュ

ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
体
験
を
し
な
が
ら
学
ん
だ
ほ
か
、八
丈

高
校
の
生
徒
に
対
す
る
夕
張
や
夕
張
高
校
の
取
組
み
の

紹
介
プ
レ
ゼ
ン
、食
品
製
造
な
ど
の
授
業
の
交
流
、生
徒

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
視
察
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
の一
環
と
し
て
八
丈
高
校
の

生
徒
も
夕
張
を
訪
れ
て
い
る（
広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
の

「
キ
ラ
リ
！
」で
紹
介
）ほ
か
、八
丈
島
の
特
産
品
で
あ
る

フ
ル
ー
ツ
レ
モ
ン
の
提
供
を
受
け
、夕
張
高
校
で
商
品
開

発
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る（
広
報
ゆ
う
ば
り
３
月
号
の「
チ

ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
第
六
号
」で
紹
介
）。

潜
る
授
業
が
あ
る
の
？

謎
の
葉
っ
ぱ
が
元
気
の
も
と

記
者
：
今
回
行
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

宮
岸
：
以
前
八
丈
高
校
の
生
徒
が
夕
張
高
校
に
来
て
、

八
丈
島
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々
と
教
え
て
も
ら
っ

て
興
味
が
出
て
、自
分
の
目
で
見
た
い
と
思
っ
た

と
い
う
の
と
、夕
張
の
こ
と
を
今
度
は
自
分
が
八

丈
高
校
の
生
徒
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。

イ
ン
ス
タ
使
っ
て
島
の
宣
伝
を

藤
浦
：
八
丈
高
校
で
は
八
丈
島
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム（
写
真
投
稿
を
通
じ
て
交
流
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
）を
使
用
し
て
い
て
、八
丈
高
校

の
生
徒
が
外
部
指
導
者
か
ら
撮
り
方
を
教
わ
り

な
が
ら
、島
内
の
き
れ
い
な
風
景
な
ど
を
写
真
に

撮
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
広
め
る
活
動
を
し
て

い
て
…
夕
張
で
も
や
って
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

記
者
：
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
指
導
者
が
い
る
の
か
！

藤
浦
：
は
い
、高
校
生
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、島
で「
イ
ン

ス
タ
ミ
ー
ト
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、有

名
な
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー（
註
：
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
す
る
人
）を
呼
ん
で
宣
伝
し
て
い
る
み
た
い
で

す
。

記
者
：
や
っ
ぱ
り「
映
え
」て
た
？

三
人
：
は
い（
笑
）

え
っ
？
お
じ
ゃ
れ…

何
だ
っ
て
？

宮
岸
：
あ
と
、方
言
で
す
ね
。「
な
ま
ら
」が
通
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。

藤
浦
：
八
丈
高
校
の
女
子
か
ら
は
、北
海
道
弁
っ
て
か
わ

い
いって
。

記
者
：
道
民
か
ら
し
た
ら
、普
通
な
の
に
ね
。八
丈
島

の
方
言
は
？

野
田
：
オ
ジ
ャ
リ
ヤ
レ
。

記
者
：
お
じ
ゃ
…
お
じ
ょ
…
え
っ
？
何
て
？

三
人
：
お
じ
ゃ
り
や
れ
、「
よ
う
こ
そ
」と
い
う
意
味
で
す

（
笑
）

野
田
：
八
丈
島
は
お
年
寄
り
が
す
ご
く
元
気
だ
と
思
い

ま
し
た
。八
丈
島
の
あ
ち
こ
ち
に
植
わ
って
い
る
ロ

べ
と
い
う
葉
っ
ぱ
が
売
り
物
に
な
る
ら
し
く
、島

内
の
お
年
寄
り
は
み
ん
な
そ
れ
を
摘
ん
で
小
遣

い
稼
ぎ
を
し
て
い
て
、そ
れ
が
生
き
が
い
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

記
者
：
な
ん
だ
そ
の
葉
っ
ぱ
は
？！（
註
：
後
で
調
べ
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、花
束
な
ど
に
使
わ
れ
る
観

賞
用
の
植
物
だ
そ
う
）で
も
、お
年
寄
り
が
生

き
生
き
し
て
い
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
ね
。

野
田
：
そ
う
い
う
小
さ
な
収
入
で
も
、稼
ぐ
こ
と
で
生
き

生
き
で
き
て
い
る
よ
う
な
の
で
、夕
張
で
も
そ
う

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
十
四
号

おじゃりやれ！八丈短期留学

ダイビングの準備をする
宮岸君、野田君、藤浦さん（左から順）

三
人
は
こ
の
後
、八
丈
島
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
、全

校
生
徒
や
市
長
な
ど
に
向
け
て

発
表
す
る
そ
う
。い
い
発
表
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
ま
す
！

記
者
：
な
る
ほ
ど
ね
ぇ
。実
際
に
八
丈
島
を
自
分
の
目

で
見
て
な
に
か
感
じ
た
？

宮
岸
：
夕
張
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、夕
張
も

八
丈
島
も
人
口
が
少
な
い
か
ら
か
、高
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
が
深
い
と
思
い
ま
し
た
。八
丈
島
で

は
地
域
の
企
業
が
高
校
生
に
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
経
験
を
、と
い
う
こ
と
で
高
校
生
向
け
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
り
…
こ
れ
は

今
で
は
実
際
の
高
校
の
授
業
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

記
者
：
へ
ぇ
ー（
驚
）

いっ
た
仕
事
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

藤
浦
：
町
長
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、お
年
寄
り
の
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
が
島
内
に
い
る
そ
う
で
…

記
者
：
そ
れ
は
元
気
だ
わ
！
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地域医療構想は、病気になっても、高度な医療やリハビリテーション、在宅医療に至るまで、状態に応
じて切れ目のない医療をできるだけ身近な地域で受けることができるよう、バランスの取れた医療提供
体制の構築を目指すものです。

急病（重度）患者に対する高度な手術や
ＩＣＵなどによる治療を行います。

急性期病院に長く入院するよりも、疾患や状態に応じて、リハビリテーション環境が整っている回復期
病床などで治療を受けることや、慢性期病床や在宅医療などの療養環境の整った環境で慢性期の医療を
受けるなど、ニーズに見合った環境でより良い医療を受けることが可能となります。

『地域医療構想』に御理解をお願いします

住民の皆さんに御理解・御協力いただきたいこと

医療機関（病院・診療所）の病床機能

高  度  急  性  期

急性期患者の状態の早期安定化に向けた治療を行います。

急 　　性　　 期

【病状に応じて転棟・転院することが必要です】

在宅医療は、医療を受けられる場所を医療機関以外の自宅など、住み慣れた場所・地域にも拡大してい
く動きです。あわせて、人生の最終段階で、患者の意思を尊重した医療が提供されるよう、自分がどのよ
うな最後を迎えたいかを考え、普段から家族や主治医と相談することが必要です。

【在宅医療について考えてみましょう】

身近な地域で、日常的な健康管理や診療、病状に応じた医療機関などへの紹介を行う『かかりつけ医』
を持つことで、病気の予防や健康増進、病状が変化したときの早期発見と 適切な治療が期待できます。

【かかりつけ医を持ちましょう】

外来診療を行っていない休日や夜間の時間帯に、緊急性のない軽度の症状であっても自分の都合に合
わせて安易に救急外来を受診する『コンビニ受診』や救急車の利用は、重症患者への対応に支障を来すこ
とになりますので、通常の診療時間内に受診することを心がけることが必要です。

【医療機関や救急車の適切な利用をお願いします】

急性期を経過した患者へ在宅復帰に向けた医療、
リハビリテーションを提供します。

回　　 復 　　期

長期療養が必要な患者などが入院します。

慢　　 性　　 期

疾
患
や
状
態
に
応
じ
て
転
棟
・
転
院

問合せ先　北海道空知総合振興局保健環境部保健行政室企画総務課
☎0126－20－0116

広報ゆうばり　2018年12月号 ８



平成30年もあと１か月となりました。今年は北海道胆振東部地震や台風、そして夏場の天
候不順など観光にとっても大きな影響を受ける一年となりました。そのような中で、リニューア
ルオープンした夕張市石炭博物館の入場者が３万人を越えたとのニュースは明るい話題で
した。幸せの黄色いハンカチ想い出ひろばについては車椅子のお客様の利便性を考えて通
路の舗装工事が行われ、人的なサービス面も含めて観光施設として少しずつ改善しておりま
す。ＪＲ石勝線夕張支線廃線までのカウントダウンも12月22日で100日となります。先般最後
のお誕生日イベントとして開催された臨時列車運行には、夕張駅での出迎えや見送りなど市
民の皆様の参加やご協力を頂き感謝申し上げます。お蔭様で大いに盛り上がったと感じてい
ます。
夕張の冬の観光と言えばやはりマウントレースイスキー場でしょうか。昨シーズンも多くの
学校や自衛隊の方々が合宿や演習に来ていましたし、外国人のお客様も多くなったとの印象
を受けました。夕張は新千歳空港に近いので、もっと外国人のお客様にＰＲしていければと考
えております。次の冬季オリンピックは北京なので、将来中国に来るであろうスキーブームに
乗っかからない手はないかと思います。残念ながら自分自身は昨年滑らなかったので、今年は
是非トライしたいと思っております。
スキー以外にも冬の観光についての可能性を見つけていかなければなりません。すぐに思

い浮かぶのは温泉ですが、温泉施設は現在ホテルにあるだけですので、温泉以外も探す必
要があります。冬の景観・味覚・散歩・文化などご提案ありましたら宜しくお願い致します。
12月は夕張の観光にとって一息つく時期でありますが、こういう時期に来て下さるお客様

を大事にしていきたいと思います。

観光推進チーム　　林　幹翁

はじめまして。10月１日に地域おこし協力隊として産業振興課商工観光係へ着任致しまし
た、工藤有咲(くどうゆうさ)と申します。来年が年女の23歳です。札幌より、民間企業での就
業を経て参りました。兼ねてより関心を寄せていたこの地でご縁を頂けたこと、大変嬉しく思
います。社会人として未熟ではありますが、限られた任期の中で、私自身が夕張と共に成長
し、子供や孫を見守るような気持ちで温かく迎えてくださった市民の皆さんと、共に過ごす時
を楽しめるような活動を心がけて参ります。とにかくよく笑い、よくしゃべり、よく呑みます。市
内外で見かけた際には是非、気軽にお声掛け、お相手ください。これからどうぞよろしくお願
い致します。

観光推進チーム　　工藤　有咲

広報ゆうばり　2018年12月号９



　

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
、お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。お
酒
は

適
量
を
上
手
に
飲
め
ば
、疲
労
回
復
や
ス
ト
レ

ス
解
消
だ
け
で
な
く
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も

役
立
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、飲
み
過
ぎ

は
脂
肪
肝
や
糖
尿
病
、食
道
が
ん
な
ど
様
々
な

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。平
成
29

年
度
夕
張
市
国
保
特
定
健
診
受
診
者
の「
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
を
飲
酒
し
て

い
る
者
の
割
合
」は
、男
性
27
、８
％
、女
性
44
、

５
％
と
、全
国（
男
性
20
、７
％
、女
性
16
、８

％
）、全
道（
男
性
23
、９
％
、女
性
24
、６
％
）よ

り
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
適
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

お
酒
の
適
量
に
は
個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、

１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
20ｇ
程
度
で
す

（
表
）。

　

女
性
や
高
齢
者
は
こ
の
基
準
よ
り
さ
ら
に
少

な
い
量
と
さ
れ
て
い
ま
す
。肝
機
能
、血
圧
、脂

質
な
ど
の
健
診
結
果
が
基
準
よ
り
高
い
場
合

は
、特
に
意
識
し
て
適
量
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
健
康
に
飲
み
続
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
お
酒
の
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
週
に
２
日
は
休
肝
日
を 

○
空
腹
で
の
飲
酒
は
避
け
、つ
ま
み
に
野
菜
や

た
ん
ぱ
く
質
を

○
飲
酒
中
の
水
分
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

適
量
で
も
毎
日
飲
酒
を
す
る
と
そ
れ
だ
け

胃
や
肝
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。空
腹
で
お

酒
を
飲
む
と
酔
い
が
回
り
や
す
く
、胃
の
粘
膜

を
荒
ら
す
な
ど
負
担
が
か
か
り
ま
す
。つ
ま
み

は
脂
肪
分
や
塩
分
の
多
い
も
の
を
控
え
、ま
ず

は
野
菜
料
理
を
選
び
、焼
き
鳥
や
豆
腐
、焼
魚

な
ど（
タ
ン
パ
ク
質
）か
ら
１
〜
２
品
選
ん
で
食
べ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。飲
み
過
ぎ・脱
水
を
防
ぐ

た
め
に
も
間
に
水
を
飲
ん
だ
り
、強
い
お
酒
は

薄
め
て
飲
む
な
ど
、水
分
摂
取
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　
いつ
ま
で
も
健
康
で
、美
味
し
い
お
酒
を
飲
む

た
め
に
も
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
自
分
の
飲
酒
に
つ

い
て
振
り
返
って
み
て
く
だ
さ
い
。

管
理
栄
養
士　

南　

綾
香

「
お
い
し
く
飲
も
う
い
つ
ま
で
も（
飲
酒
）」

表：主なお酒の適量の目安（純アルコール20g）
※これらのいずれか１つ分

・アルコール量＝飲酒量（ml）×アルコール度数×0.01
・純アルコール量＝アルコール量×0.8

種　　類
（アルコール度数） 目　安　量

ビール（５度） 中ビン１本（500ml）

日本酒（15度） １合（180ml）

ワイン（12度） グラス２杯弱（200ml）

焼酎（25度） 100ml

ウイスキー（40度） ダブル１杯（60ml）

●平成31年度ユーパロ幼稚園園児募集●

募集対象

保育時間

延長保育

送 迎
受付期間
そ の 他

３・４歳児　平成26年４月２日～平成28年4月１日生まれ
５歳児　平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれ
月曜日～金曜日
午前９時～午後１時15分
（行事などにより変更する場合があります。）
月曜日～金曜日
午後１時15分～午後３時45分
（行事などにより実施できない場合があります。）
通園バスがあります。
平成31年１月８日～１月31日
１月下旬に幼稚園の公開を予定しています。

申込・問合せ先
　市立ユーパロ幼稚園　☎59－5575
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冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

     

除
排
雪
作
業
に
協
力
を

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

  

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

国
道
、道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、国

や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の
解

消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営
車

両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で
対

応
し
ま
す
。

【
除
雪
体
制
】

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、早
朝
に
か
け
て

15㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
。地
域
の
状
況
や
降
雪
・
雪
質
の
状

況
に
よ
っ
て
は
15
㎝
未
満
で
も
出
動
し

ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
】

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
処
理

願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
を
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

【
雪
捨
て
場
】

  

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、５

カ
所
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指
示

看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く
危

険
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。請

負
な
ど
で
捨
て
る
場
合
は
、捨
て
た
雪

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と一緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
除
雪
に
つい
て
の
問
合
せ
先
】

◆
市
道

市
都
市
計
画
土
木
係☎

52
―
3
1
5
9

◆
国
道

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見
沢
道
路
事
務

所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
道

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部
長
沼
出
張

所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

　新たに民生委員・児童委員を委嘱しました。

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣・北海道知事から委嘱を受け、私たちの地域を暮らしやすいものに
するために、様々な活動に取り組んでいます。市内には委員が合計54人、地域で最も身近な相談・支援者で
す。気軽に相談してください。

問合せ先　市生活保護係　☎52―3177

●
雪
捨
て
場
●

鹿の谷 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

民生委員・児童委員の委嘱のお知らせ

〇清水沢１丁目・３丁目地区
　東　礼子　☎59―4229
　委嘱年月日　平成30年８月20日付
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お
父
さ
ん
応
援
講
座
の

  
実
施
場
所
を
追
加
募
集

　
　
　
　
　

 

し
て
い
ま
す

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

  

「
あ
ず
ま
し
い
」

夕
張
市
成
人
祭

自
衛
官
募
集

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
、企
業
や
地
域
の
子
育

て
支
援
拠
点
な
ど
の
希
望
に
応
じ
て

講
師
を
派
遣
し
、男
性
の
育
児
参
加
の

意
識
醸
成
や
働
き
方
の
見
直
し
な
ど

の
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る「
お
父
さ

ん
応
援
講
座
」を
平
成
22
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、今
年
度
の
実
施
場
所

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

従
業
員
や
地
域
の
父
親

（
主
に
未
就
学
児
の
父
親
）

講　

師　

北
海
道
職
員
の
ほ
か
、北
海

道
が
養
成
し
た「
父
親
支
援
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
」な
ど

内　

容　

企
業
な
ど
か
ら
の
希
望
に

応
じ
て
、次
の
テ
ー
マ
を
基
本
に
、男
性

の
育
児
参
加
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
講

義
を
行
い
ま
す
。

○
子
育
て
に
関
す
る
父
親
の
役
割
に
つ

い
て

○
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

○
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い

職
場
環
境
に
つい
て

※
内
容
や
派
遣
す
る
講
師
に
つ
い
て

は
、実
施
先
の
希
望
な
ど
を
踏
ま
え
て

調
整
し
ま
す
。実
施
希
望
施
設
が
多

数
の
場
合
、希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

費
用
負
担　

講
師
派
遣
に
要
す
る
費

用
は
、北
海
道
が
負
担
し
ま
す
。

　

リ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、リ
フ

ト
代
が
か
か
り
ま
す
。リ
フ
ト
券
購
入

の
際
は
、教
室
で
配
付
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
を

提
示
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

10
月
に
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た「
ヤ
マ
を
伝
え
る
」展
の
展
示
物

を「
あ
ず
ま
し
い
」で
再
展
示
し
ま
す
。

「
炭
鉱
の
暮
ら
し
と
仕
事
」の
絵
を
展

示
し
ま
す
。

期　

間　

12
月
18
日
〜
平
成
31
年
１

月
10
日

と　

き　

８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30

分（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

観
覧
は
無
料
。

対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は

12
月
上
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方

で
、夕
張
市
成
人
祭
へ
の
出
席
を
希
望

す
る
方
は
12
月
27
日
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

◆
第
５
回 

自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

受
付
期
限　

12
月
11
日 

試
験
日　

12
月
15
日
〜
12
月
16
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
１
日 

年　

齢　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一般
）

受
付
期
限　

平
成
31
年
１
月
７
日 

試
験
日　

平
成
31
年
１
月
19
日

年　

齢　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

　

Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）の
調

査
に
よ
る
と
、「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
」で
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る

場
面
で
の
車
の
一
時
停
止
率
は
、北
海

道
４
、２
％
、全
国
平
均
８
、６
％
で
あ

り
、９
割
以
上
の
車
が
止
ま
ら
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
は　

１　

横
断
し
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
と

き
は
、横
断
歩
道
の
手
前
で一時
停
止

を
し
て
横
断
す
る
人
に
道
を
譲
る
。

２　

横
断
歩
道
付
近
に
人
が
い
る
と

き
は
、す
ぐ
に
停
止
で
き
る
速
度

で
、し
っ
か
り
と
安
全
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署
交
通
課

☎
0
1
2
3
―
7
2
―
0
1
1
0

応
募
期
限　

平
成
31
年
１
月
16
日

応
募
方
法　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募・問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

☎
52
―
3
1
6
8

申
込
み
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
夕
張
ス
キ
ー
連
盟☎

56
―
6
0
4
6

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode ６

　「夕張の記憶ミュージアム号」「ヤマを伝える」展にご参加いただき、ありがと
うございました。
　懐かしい夕張の写真をお寄せください。下記フェイスブックに投稿または清水
沢コミュニティゲート（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市役所企画課で
も受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「遠幌駅付近を走る大夕張鉄道のSLお別れ列車です。」
松原久さん撮影(1973年12月15日）

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

ジュニアスキー教室
小学生・中学生
平成31年１月５・６・12・13・14日
午前10時～14時30分
（午前11時30分～午後１時までは昼食休憩）
マウントレースイスキー場
先着 50人
小学生5,000円、中学生6,000円
平成30年12月21日（金）

教 室 名
対 象

開催日時

開催場所
定 員
受 講 料
申込期限

広報ゆうばり　2018年12月号 12



平
成
31
年（
平
成
30
年
分
）

所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

ナ
ス
バ（
自
動
車
事
故
対
策

　

機
構
）か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
予
防

ゆ
る
リ
ラ
講
座
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

　
　

火
災
予
防
に
つ
い
て

　

平
成
31
年（
平
成
30
年
分
）所
得
税

の
確
定
申
告
は
、平
成
31
年
２
月
18
日

か
ら
３
月
15
日
が
申
告
書
の
提
出
期

間
で
す
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
本
庁
お
よ
び

南
支
所
で
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、広

報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
税
理
士
に
よ
る
申
告
相

談
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、営
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る
方
の
申
告

相
談
が
市
で
は
お
受
け
で
き
な
い
た

め
、岩
見
沢
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に

は
、例
年
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。火
災
原
因
の
多
く
は
、ち
ょっ
と
し

た
火
の
不
始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
ま
す
。お
出
か
け
の
前
、お
休

み
の
前
に
は
火
の
元
を
点
検
し
、火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
30
年
度
防
火
標
語

「
ふ
だ
ん
か
ら　

指
差
し
確
認火の

用
心
」

ゆ
う
ば
り
小
学
校　

木
下
茉
鞠
さ
ん

◆
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
の
市
民

向
け
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。参
加
無
料
。動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

　
『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』は
ゆ
る
や
か
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
講
座
を
目
指
し
ま

す
。

〇
重
度
後
遺
障
が
い
者
と
な
ら
れ
た

方
へ
介
護
料
支
給

対
象
者　

自
動
車（
バ
イ
ク
を
含
む
）

事
故
で
、脳
や
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
に
損
傷
を
受
け
、常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
、一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
。（
自
損
、他
損
、

時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

支
給
額　

後
遺
障
が
い
の
程
度
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
、介
護
用
品
の
購
入
な
ど
に
応

じ
て
月
額
2
9
、2
9
0
円
〜
1
3
6
、

8
8
0
円
の
範
囲
で
支
給
。

注　

意　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、労
災

の
介
護
給
付
な
ど
と
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。た
だ
し
、自
立
支
援
法
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
場

合
や
入
院
し
て
い
る
場
合
も
対
象
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

対
象
者　

自
動
車（
バ
イ
ク
を
含
む
）

事
故
に
よ
り
、死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺

障
が
い（
脳
損
、・
脊
損
）を
負
わ
れ
た

方
の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟（
０
歳

〜
中
学
校
卒
業
ま
で
）

申
込
者　

対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者（
生
活
困
窮
家
庭
に
限
る
）

貸
付
金
額　
一人
に
つ
き
最
初

一
時
金　
　
　

  

1
5
5
、0
0
0
円

以
後
月
額　
　
　

  

2
0
、0
0
0
円

小・中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

4
4
、0
0
0
円

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
時
か
ら
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で

利　

子　

無
利
子

返
還
方
法　

貸
付
期
間
終
了
後
６
カ

月
ま
た
は
１
年
経
過
し
た
の
ち
に
、月

賦
ま
た
は
月
賦
・
半
年
賦
併
用
に
よ

る
、20
年
以
内
の
分
割
均
等
返
還
。た

だ
し
、高
校
、大
学
、そ
の
他
各
種
学
校

へ
の
進
学
者
は
、卒
業
ま
で
の
間
、返
還

を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〇
交
通
遺
児
等
友
の
会

対
象
者　

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸

付
の
利
用
者
お
よ
び
当
該
貸
付
を
終

了
し
た
19
歳
ま
で
の
方

　

自
動
車（
バ
イ
ク
含
む
）事
故
に
よ

り
、死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
が
い
を

負
わ
れ
た
方
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
弟
。

　
（
公
財
）交
通
遺
児
等
育
成
基
金
が

行
う
交
通
遺
児
育
成
基
金
事
業
に
加

と　

き　

12
月
８
日 

午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

絵
本・紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
、工
作（
か
べ
か
ざ
り
）、ダ
ン
ス

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー

☎
56
―
6
6
0
1

●
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

時
は
、必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1

と　

き　

平
成
31
年
１
月
18
日
、１
月

25
日
、２
月
８
日
、２
月
22
日
、３
月
１

日　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
開
催
30
分
前
か
ら
受
付
開
始

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月
11
日

送　

迎　

老
人
福
祉
会
館
バ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

入
さ
れ
て
い
る
方
。そ
の
家
族
の
方
。

申
込
者　

対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者

活
動
内
容　

旅
行
会
や
交
流
会
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
、書
道
、絵
画
、写

真
な
ど
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
。会
報
の
配

布（
年
４
回
）

参
加
期
間　

中
学
校
を
卒
業
ま
た
は

20
歳
を
迎
え
る
ま
で
。

費　

用　

無
料

問
合
せ
先　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

札
幌
主
管
支
所

☎
0
1
1
―
2
1
8
―
8
1
5
5
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市
営・道
営
住
宅
冬
季
対
策

み
ん
な
の
集
い

「
夕
張
市
ふ
る
さ
と

　

 

人
材
バ
ン
ク
」の
ご
案
内　

 

〜
学
び
で
つ
な
が
る
人
と
人
〜

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　

  

啓
発
週
間
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
試
験

新
春
書
き
初
め
大
会

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

　
　
　
　

事
故
を
防
ご
う

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
。住
宅
の
冬
期
対
策
に
つ
い

て
、次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

設
備
な
ど
の
点
検

◇
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
？

◇
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
暖
房
器
具
ま
で
の

ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
に
よ
り
、床
な
ど

に
灯
油
が
漏
れ
た
跡
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
事
前
に
点
検
し
、場
合

に
よ
っ
て
は
専
門
業
者
に
確
認
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

長
期
間
の
留
守

◇
冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、水
落
と
し
は
も
ち

ろ
ん
、必
ず
排
水
口
に
不
凍
液
を
入

れ（
凍
結
に
よ
り
便
器
が
割
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）、留
守
に
す
る
こ

と
を
市
に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
な
ど
に
つ
い
て

◇
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の

無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
入
居
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、

入
居
者
が
責
任
を
持
って
行
い
ま
し

ょ
う
。

過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
事
例

◇
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
水

道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◇
ア
パ
ー
ト
で
物
置
に
置
い
た
灯
油
タ

ン
ク
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
に
気

　

毎
年
、雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、使
用
者

の
責
任
で
、正
し
く
安
全
に
作
業
し
て

く
だ
さ
い
。

１　

安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な

い
状
態
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

２　

除
雪
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、周

囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

人
を
絶
対
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
。不

意
に
人
が
近
づ
い
た
場
合
に
は
、除

雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き
る
よ
う

な
状
態
で
除
雪
を
行
う
。

３　

投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除

く
際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
、オ
ー
ガ
や
ブ
ロ
ワ
の
回
転
が
停

止
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
雪

か
き
棒
を
使
用
し
て
雪
を
取
り
除

く
。

対  

象　

幼
児
か
ら一般

と  

き　

平
成
31
年
１
月
10
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

3
0
0
円

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

12
月
27
日

持
ち
物　

書
道
用
具
一式

※
当
日
会
場
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と　

き　

平
成
31
年
１
月
27
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み
〜

る　

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料　

第
１
種
、第
２
種
７
、

5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）、網
、わ

な
５
、0
0
0
円
、第
１
種
ま
た
は
第
２

種
と
同
時
に
網
、わ
な
を
受
講
1
0
、

0
0
0
円

◆
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

と
は

　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と
し

た
、北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
し
、そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年
12
月
10
日

か
ら
16
日
ま
で
を「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で

あ
る
拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
し
、北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
解

決
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、こ
の
問
題
に
つ

い
て
、一人
ひ
と
り
が
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

　

平
成
14
年
９
月
、北
朝
鮮
平
壌
で

開
催
さ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談
で
、北
朝

　

老
人
福
祉
会
館
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
、１
年
間
元
気
で
通
わ
れ
一
生
懸
命

練
習
に
励
ん
だ
成
果
の
発
表
会
を
、今

年
も
次
の
日
程
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。入
館
料
無
料
。

と　

き　

12
月
３
日　

午
前
10
時
30

分と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　
　
　

☎
56
―
6
7
7
7

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
・
学
習
経

験
な
ど
を
お
持
ち
の
方
に
ご
登
録
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。自
分
の
、そ
し
て
、仲

間
同
士
の
学
び
の
場
に
人
材
バ
ン
ク
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、下
の
階
に
灯

油
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
屋
根
の
雪
を
一
度
も
下
さ
な
か
っ
た

た
め
に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
長
期
留
守
に
し
た
が
、不
凍
液
を
入

れ
な
か
っ
た
た
め
、帰
宅
し
た
際
ト

イ
レ
の
水
が
流
れ
な
か
っ
た
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
入
居
者
に
多
大

な
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。冬
期

対
策
を
忘
れ
ず
に
行
って
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

４　

除
雪
機
を
使
用
す
る
際
、特
に
後

進
時
は
足
元
や
周
囲
の
障
害
物
に

注
意
を
払
い
、無
理
の
な
い
速
度
で

使
用
す
る
。

問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業

会
内
除
雪
機
安
全
協
議
会

☎
03
―
3
4
3
3
―
0
4
1
5

受　

付　

12
月
25
日
〜
平
成
31
年
１

月
22
日

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

平
成
31
年
２
月
３
日

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ0

1
2
6
―
25
―
5
7
6
8

（
火・木
曜
日
の
み
）

鮮
側
は
、長
年
否
定
し
て
い
た
日
本
人

の
拉
致
を
初
め
て
認
め
ま
し
た
。

　

現
在
、日
本
政
府
は
、17
人
の
日
本

人
を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
と

し
て
認
定
し
、そ
の
う
ち
５
人
は
平
成

14
年
10
月
に
帰
国
が
実
現
し
ま
し
た

が
、ほ
か
の
被
害
者
に
つい
て
は
、い
ま
だ

北
朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
説
明
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署
警
備
課

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0
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　練習の成果を披露しました。堂々とした発表に、会場に詰めかけた保
護者や地域の人たちから大きな拍手が送られました。

　小さい子も泣かずに一生懸命頑張りました。

ゆうばり小学校　第８回学習発表会
10月27日

清陵保育園お遊戯会　11月17日
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年
末
年
始
の
窓
口

水
道
故
障
の
受
付

〔　　〕

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月28日（金） 金曜日の地区

月曜日の地区

水曜日と
金曜日の地区

月曜日の地区
※午前のみ収集
８時までに出して
ください。

第１火曜日の地区
午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後0時30分

休みます

休みます

休みます

第１水曜日の地区

第１木曜日の地区

休みます

休みます

休みます

12月29日（土）

12月30日（日）

12月31日（月）～　
　　　１月３日（木）

１月４日（金）

１月５日（土）～　　
　　　１月６日（日）

１月7日（月）

紅葉山

佐
藤
く
る
み
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
2
月
11
日
生
ま
れ

●
戸
籍
の
届
出

　

市
役
所
は
12
月
29
日
か
ら
１
月
６

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

 

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部（
清
水
沢
宮

前
町
） 　
　
　
　

 

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

●
市
営
浴
場
の
営
業

　

宮
前
町
・
真
谷
地
・
清
陵
浴
場
は

次
の
と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日
・
１
月
３
日  

午
後
２
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

１
月
１
日
・
２
日　

休
業
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
各
浴
場
と
も
平
常
ど

お
り
営
業
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係  

☎
52
―
3
1
0
8

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、12
月
14
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

夕
張
環
境
清
掃
㈱

☎
56
―
6
0
0
0

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
６
日
ま
で
の
水

道
の
故
障
・
不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
12
月
29
日
、
30
日
、
１
月
１
日
、

２
日
、
４
日
、
６
日　

休
み
ま
す

◆
12
月
31
日　

日
管
建
設　
　
　

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
３
日

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

泉
工
務
店　
　
　

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

市
営
・
道
営
住
宅
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、市
建
築
住
宅
係
で
対
応
し

ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
管
理
係☎

52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

人　口 8,181人(－30人)
　男 3,787人(－  9人)
　女 4,394人(－21人)

世帯数 4,828世帯(－9世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
は
、

12
月
27
日
に
配
布
し
ま
す
。

平成30年11月１日　現在
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